
月別苦情等（意見・要望・苦情・不満）解決一覧表 

令和５年度 

4月 

 

 

 

 

 

 

5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 

 

 

 

７月 

 

 

 

８月 

 

 

 

９月 

 

 

 

・駐車場について 

１． 幼稚園の兄弟を乗せて、エンジンをか

けたまま、送りをしていた。危険。 

２． 駐車場が込み合い、道路も渋滞してい

るのに、門の前で長く立ち話をしてい

る人がいる。 

 

・足の怪我について 

 裸足で相撲遊びをしていた年長児が足の

裏の皮がむけてしまった。 

 傷の状態を診ようとしたが、あまりにも本

児が怖がり暴れたため、消毒し滅菌ガーゼ

で保護して処置を終えた。しかし、家に帰

り状態を保護者が診たところ、かなり酷い

と判断し、次の日病院を受診したところ、 

 細かい石が入っていたとのことだった。 

保護者からは怪我をした時に一報が欲し

かったと言われた。 

 

 

・なし 

 

 

 

・なし 

 

 

 

・なし 

 

 

 

・なし 

 

 

 

・常に駐車場についてのお願いは発信し

ているが、再度全世帯に駐車場のお願

いのメールを送信した。 

 

 

 

 

・足の裏に豆ができていてそれがむけて

しまったのではないかと判断してしま

ったことを説明し、保護者に謝罪した。 

 職員間で保護者へ連絡を入れる必要性

のある怪我などについて話し合い、対

応も仕方の徹底を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 

 

 

 

 

 

 

・水遊びについて 

  幼児で水遊びを行うにあたり、体調不良 

  の子や水嫌いの子で見学する子が多く 

  なり、危機管理の面から水遊びには必ず 

  複数の職員の配置が義務付けされてい 

  る中、２人担任に対して多数の子の見学 

  となった為、水遊びを行わない保育が強

いられるようになったことで、保護者の

方に「体調が悪い場合にはお宅での保育

をお願いします」等の園からお願いの手

紙を出したところ、「少し体調が悪いく

らいなら園に行かせたい」」という思い

があった保護者が市に苦情として伝え

た。 

 

・絵本コーナーの利用について 

   園の絵本コーナーで絵本を読んで帰

る親子の姿が多くなり、駐車場が混む 

   ことが多くなったことと、園の絵本コ

ーナーの利用の仕方の意図が保護者

に伝わらず、絵本の紛失が続いた為、 

   利用の仕方を職員間で検討し、親子で

読んで帰るのではなく、職員が紹介し

ている絵本を保護者の方が参考にし

てもらい家で読んで欲しいことを手

紙でお伝えしたところ、送迎で保護者

は中に入れないと言われているのに、 

   親は本を見て良いというのは矛盾し

ているのではないかという苦情が市

に入ったと伝えられた。 

 

・保護者対応について 

   発熱して降園したお子さんが次の日

は大事をとり欠席。その次の日は祝日

だった為、２日開けての登園となった

ところで、受け入れをした保育士が病

院を受診をしなかったことに否定的

な言葉を投げかけた。その言葉に保護

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

 

 

 

3月 

者はかなり落ち込んでしまい、保育園

のルールの確認と保育士の言葉かけ

の仕方について指摘された。 

 

・なし 

 

・なし 

 

・噛みつきについて 

  毎日のように同じグループの園児から

噛みつかれて帰ってきているので、その

ことはグループを替えて欲しい。 

 

・来年度に向けての保護者懇談会に於いて、

2 歳児の午前のおやつを無くすというこ

とを聞いて、まだ必要な子もいるので、

おやつを食べさせて欲しいという意見

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ替えをし、噛みつきをした子の

保育の充実を図り、少し様子を見させ

ていただき、その後様子を報告させて

いただくこととなった。 

 

・2歳児の食事の様子を見ると、ここ数年

園で一番残食が多くなっていたため、

どうしたらそれを改善できるかを園で

検討したり、専門家の話を聞き、2年前

から午前のおやつを無くしてみた所、

昼食の残量がかなり減ったという実態

があることを丁寧に説明し、納得して

頂いた。 

 


